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１．既往評価（耐震バックチェック）の概要
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1.1  日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の検討

日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の評価方針


 

土木学会(2002)に示される日本海東縁部に想定される地震の基準断層モデルによるパラメータスタディ
 を実施。


 

地点への影響を考慮して，土木学会(2002)に示される地震活動域のうち，新潟～山形沖の領域を対象


 

モーメントマグニチュード（Mw）は1993年北海道南西沖地震の津波を再現するモデルのMw7.84を下
 回らないようMw＝7.85に設定。


 

パラメータスタディは概略検討用の計算格子モデル（最小計算格子＝40m）により実施し，抽出した最
 高水位，最低水位を示すモデルについてのみ本検討用の計算格子モデル（最小計算格子＝10m）による
 数値シミュレーションを実施する。

断層設定領域
（新潟～山形沖の領域）

Mw

断層

長

L(km)

断層

幅

W(km)

すべり

 量

D(m)

断層上

 縁深さ

d(km)

走向

θ(°)

傾斜

 角

δ(°)

すべり

角

λ(°)

高角モデル 7.85 131.1 17.3 9.44 0 20･200 60 90

低角モデル 7.85 131.1 30.0 5.45 0 20･200 30 90日本海東縁部の地震活動域
（土木学会(2002) ）

日本海東縁部に想定される地震の基準断層モデル諸元

①基準断層モデルの設定

基本断層モデル設定

概略パラメータスタディ

詳細パラメータスタディ

日本海東縁部の想定津波評価フロー
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1.1  日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の検討

断層長

L(km)

断層幅

W(km)

すべり量

D(m)

断層上縁深さ

d(km)

走向

θ(°)

傾斜角

δ(°)

すべり角

λ(°)

最大水位上昇量モデル 131.1 17.3 9.44 2.5 10 60 90

最大水位下降量モデル 131.1 17.3 9.44 2.5 190 60 90

最大水位上昇量，最大水位下降量を示す断層モデル

プラント 最大水位上昇量 最大水位下降量

1号機 +2.76 -3.05

2号機 +2.73 -2.95

3号機 +2.70 -2.85

4号機 +2.68 -2.81

5号機 +2.57 -2.60

7号機 +2.46 -2.54

②数値シミュレーション結果
詳細パラメータスタディで抽出した最大水位上昇量，最大水位下降量を示す断層モデルと

数値シミュレーション結果は以下のとおり

日本海東縁部の想定津波による水位（取水口前面）

（単位：m）

最大水位上昇量を示す

 モデル

柏崎刈羽原子力発電所

最大水位下降量を示す

 モデル

柏崎刈羽原子力発電所

最大水位上昇量ﾓﾃﾞﾙ 最大水位下降量ﾓﾃﾞﾙ

６号機 +2.54 -2.60



6

1.1  日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の検討

②数値シミュレーション結果

最大水位上昇量分布図 最大水位下降量分布図

1号機

3号機

2号機

4号機
1号機

3号機

2号機

4号機
5号機6号機7号機 5号機6号機7号機
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1.2  海域活断層に想定される地震に伴う津波の検討

海域活断層に想定される地震に伴う津波の評価方針


 
2007年7月16日の新潟県中越沖地震発生後，発電所敷地前面海域において海上音波探査および海底地形

 調査などを実施した結果と，既往の調査結果（他機関の調査結果を含む）を基に敷地前面海域における海
 域活断層を再評価。


 

敷地周辺において地震動評価において考慮するべき海域活断層について数値シミュレーションを実施。


 

土木学会(2002)の方法によりすべり量が一様な矩形断層モデルを適用。

海域活断層の基準断層モデル諸元

断層

長

L(km)

断層

幅

W(km)

すべり

量

D(m)

断層上

 縁深さ

d(km)

走向

θ(°)

傾斜角

δ(°)

すべり

角

λ(°)

佐渡島棚東縁断層 37 18.3 2.52 0 209 55 90

F-B断層 36 24.0 1.72 0 39 35 90

佐渡島南方断層 29 19.3 1.70 0 0 45 62

F-D断層＋高田沖断

 層*1） 55 26.2 2.62 0 55 35 96

長岡平野西縁断層帯
*2）

 
（δ＝35°）

91 26.2 4.34 0 187 35 72

長岡平野西縁断層帯
*2）（δ＝50°）

91 19.6 5.80 0 187 50 72

長
岡

平
野

西
縁

断
層

帯

F-D
断

層
＋

高
田

沖
断

層

*1)：F-D断層＋高田沖断層：F-D断層と高田沖断層について安全評価上，同時

 活動を考慮したもの

*2)：長岡平野西縁断層帯：角田・弥彦断層，気比ノ宮断層，および片貝断層の

 ３つの断層について，安全評価上，同時活動を考慮したもの

基準断層モデル

海域活断層分布図
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1.2  海域活断層に想定される地震に伴う津波の検討

海域活断層モデルの数値シミュレーション結果

プラ

ント

佐渡島棚東縁断層 F-B断層 佐渡島南方断層 F-D断層+高田沖断層
長岡平野西縁断層帯

（δ＝35°）

長岡平野西縁断層帯

（δ＝50°）

最大水位

上昇量

最大水位

下降量

最大水位

上昇量

最大水位

下降量

最大水位

上昇量

最大水位

下降量

最大水位

上昇量

最大水位

下降量

最大水位

上昇量

最大水位

下降量

最大水位

上昇量

最大水位

下降量

1号機 +1.57 -1.39 +1.33 -2.35 +1.17 -1.05 +1.41 -1.69 +0.60 -3.48 +1.28 -3.32

2号機 +1.47 -1.34 +1.24 -2.26 +1.07 -1.03 +1.36 -1.63 +0.57 -3.45 +1.25 -3.23

3号機 +1.44 -1.31 +1.18 -2.15 +0.99 -0.97 +1.32 -1.51 +0.55 -3.42 +1.19 -3.15

4号機 +1.45 -1.28 +1.15 -2.09 +0.94 -0.98 +1.29 -1.44 +0.53 -3.39 +1.15 -3.11

5号機 +1.11 -1.15 +1.08 -2.10 +0.82 -0.88 +1.42 -1.11 +0.47 -3.31 +1.04 -3.07

7号機 +1.07 -1.09 +1.01 -2.05 +0.74 -0.84 +1.35 -1.10 +0.45 -3.21 +1.03 -3.01

海域活断層による取水口前面における水位（赤字：各号機の最大）
（単位：m）


 

海域活断層による津波水位のうち，最大水位上昇量は日本海東縁部の津波水位を下回る


 

海域活断層による津波水位のうち，最大水位下降量は日本海東縁部の津波水位を上回る

６号機 +1.06 -1.15 +1.05 -2.10 +0.79 -0.88 +1.39 -1.12 +0.47 -3.27 +1.04 -3.05
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1.2  海域活断層に想定される地震に伴う津波の検討

海域活断層モデルの数値シミュレーション結果

最大水位上昇量分布図（1～4号機）

－
 

佐渡島棚東縁断層
 

－

最大水位上昇量分布図（5～7号機）

－
 

F-D断層＋高田沖断層
 

－

最大水位下降量分布図

－
 

長岡平野西縁断層帯(δ=35°)
 

－

1号機

3号機

2号機
4号機 6号機7号機 5号機

1号機

3号機

2号機
4号機 6号機7号機 5号機 1号機

3号機

2号機
4号機 6号機7号機 5号機
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1.3  津波の上昇水位及び下降水位に対する安全性

取水口前面における津波水位

最大水位上昇量は，日本海東縁部の想定津波による+2.76m～+2.46mであり，朔望平均
 満潮位（H.W.L.=T.M.S.L.+0.48m）を考慮すると，評価用の最高水位はT.M.S.L.+3.3m

 ～+3.0m程度

最大水位下降量は，海域活断層のうち長岡平野西縁断層帯（δ=35°）による津波の
 -3.48m～-3.21mであり，朔望平均干潮位（L.W.L.=T.M.S.L.-0.02m）を考慮すると，

 評価用の最低水位はT.M.S.L.-3.5m～-3.3m程度

日本海東縁部 海域活断層

最高水位 T.M.S.L.+3.3m～+3.0m T.M.S.L+2.1m～+1.9m

最低水位 T.M.S.L-3.1m～-2.6m T.M.S.L-3.5m～-3.3m
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２．地震に伴う地殻変動の考慮
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2.1  津波数値シミュレーションの説明
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2.2  水位変動量と計算過程の比較
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2.3  水位評価における２つの方法
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2.4  敷地が沈降する場合の例
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2.5  敷地が隆起する場合の例
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３．数値シミュレーション結果の時刻歴波形（資料集）  
計算開始潮位：平均潮位T.M.S.L.＋0.24ｍ
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Ｆ－Ｄ断層～高田沖断層（土木学会手法）
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Ｆ－Ｂ断層（土木学会手法）
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米山沖断層（土木学会手法）
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佐渡島南方断層（土木学会手法）
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佐渡島棚東縁断層（土木学会手法）
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長岡平野西縁断層帯(δ= 35°)（土木学会手法）
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長岡平野西縁断層帯(δ= 50°)（土木学会手法）
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Ｆ－Ｄ断層～高田沖断層（強震動予測レシピ）
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Ｆ－Ｂ断層（強震動予測レシピ）
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米山沖断層（強震動予測レシピ）
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佐渡島南方断層（強震動予測レシピ）
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佐渡島棚東縁断層（強震動予測レシピ）
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長岡平野西縁断層帯(δ= 35°)（強震動予測レシピ）
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長岡平野西縁断層帯(δ= 50°)（強震動予測レシピ）
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５断層連動モデル（土木学会手法）
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５断層連動モデル（強震動予測レシピ）
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長岡十日町連動モデル(δ= 35°)  （土木学会手法）
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長岡十日町連動モデル(δ= 50°)  （土木学会手法）
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長岡十日町連動モデル(δ= 35°)  （強震動予測レシピ）
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長岡十日町連動モデル(δ= 50°)  （強震動予測レシピ）
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日本海東縁部（１領域モデル：土木学会手法水位上昇側最大ケース）

水位上昇側最大ケース（断層幅17km，Mw8.2）
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日本海東縁部（１領域モデル：土木学会手法水位下降側最大ケース）

水位下降側最大ケース（断層幅21km，Mw8.2）
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日本海東縁部（１領域モデル：強震動予測レシピ最大ケース）

水位上昇側・下降側最大ケース（Mw8.4）
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日本海東縁部（アスペリティモデル：水位上昇側最大ケース）
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日本海東縁部（アスペリティモデル：水位下降側最大ケース）
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日本海東縁部（２領域モデル：土木学会手法水位上昇側最大ケース）

水位上昇側最大ケース（断層幅17km，Mw8.4）
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日本海東縁部（２領域モデル：土木学会手法水位下降最大ケース）

水位下降側最大ケース（断層幅17km，Mw8.4）
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日本海東縁部（２領域モデル：強震動予測レシピ水位上昇側最大ケース）

水位上昇側最大ケース（Mw8.6）
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日本海東縁部（２領域モデル：強震動予測レシピ水位下降側最大ケース）

水位下降側最大ケース（Mw8.6）
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海底地すべりによる津波（Wattsらの予測式に基づく手法：ＬＳ－１）
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海底地すべりによる津波（Wattsらの予測式に基づく手法：ＬＳ－２）
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海底地すべりによる津波（Wattsらの予測式に基づく手法：ＬＳ－３）
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海底地すべりによる津波（二層流モデルに基づく手法：ＬＳ－１）
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海底地すべりによる津波（二層流モデルに基づく手法：ＬＳ－２）
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海底地すべりによる津波（二層流モデルに基づく手法：ＬＳ－３）
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４．津波堆積物調査（資料集）
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津波堆積物調査地点の選定  【佐渡市：下久知】

選定理由

①浜堤の背後に低地（後背湿地，段丘，谷底低地）が存在し，泥炭層や腐植質泥層などが分布することが
 期待され，津波堆積物が残存する可能性がある。

②近傍の加茂湖における既存調査において，津波堆積物の可能性が指摘されている。

下久知地点の調査位置図

井鼻

野積

下久知

谷浜

宮川

柿崎

米山

西中通

窪田

五ケ浜

枇杷島

柏崎刈羽原子力発電所
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津波堆積物調査地点の選定  【佐渡市：窪田】

選定理由
①浜堤の背後に低地（完新世段丘）が存在し，泥炭層や腐植質泥層が分布することが期待され，

津波堆積物が残存する可能性がある。

窪田地点の調査位置図

井鼻

野積

下久知

谷浜

宮川

柿崎

米山

西中通

窪田

五ケ浜

枇杷島

柏崎刈羽原子力発電所
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津波堆積物調査地点の選定  【新潟市：五ヶ浜】

選定理由
①海岸付近に段丘が下刻された谷底低地が分布しており，泥炭層や腐植質泥層が分布することが期待され，

津波堆積物が残存する可能性がある。
②近傍の角田地区において，津波来襲の伝承が残る。

五ヶ浜地点の調査位置図

井鼻

野積

下久知

谷浜

宮川

柿崎

米山

西中通

窪田

五ケ浜

枇杷島

柏崎刈羽原子力発電所
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津波堆積物調査地点の選定  【長岡市：野積】

選定理由
①砂丘の背後に低地（完新世段丘，谷底低地）が存在しており，泥炭層や腐植質泥層が分布することが

期待され，津波堆積物が残存する可能性がある。

野積地点の調査位置図

井鼻

野積

下久知

谷浜

宮川

柿崎

米山

西中通

窪田

五ケ浜

枇杷島

柏崎刈羽原子力発電所
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津波堆積物調査地点の選定  【長岡市：井鼻】

選定理由
①海岸付近に段丘面が分布しており，段丘面に遡上した津波による津波堆積物が残存する可能性がある。

井鼻地点の調査位置図

井鼻

野積

下久知

谷浜

宮川

柿崎

米山

西中通

窪田

五ケ浜

枇杷島

柏崎刈羽原子力発電所



59

津波堆積物調査地点の選定  【柏崎市：宮川】

選定理由
①浜堤の背後に低地（後背湿地，谷底低地）が存在し，泥炭層や腐植質泥層が分布することが期待され，

津波堆積物が残存する可能性がある。

宮川地点の調査位置図

井鼻

野積

下久知

谷浜

宮川

柿崎

米山

西中通

窪田

五ケ浜

枇杷島

柏崎刈羽原子力発電所
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津波堆積物調査地点の選定  【柏崎市：西中通】

選定理由
①鯖石川の自然堤防の背後に低地（後背湿地）が存在し，泥炭層や腐植質泥層が分布することが期待され，

鯖石川を遡上した津波による津波堆積物が残存する可能性がある。

西中通地点の調査位置図

井鼻

野積

下久知

谷浜

宮川

柿崎

米山

西中通

窪田

五ケ浜

枇杷島

柏崎刈羽原子力発電所

鯖 石 川
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津波堆積物調査地点の選定  【柏崎市：枇杷島】

選定理由
①鵜川の自然堤防の背後に低地（沖積低地）が存在し，泥炭層や腐植質泥層が分布することが期待され，

鵜川を遡上した津波による津波堆積物が残存する可能性がある。

枇杷島地点の調査位置図

井鼻

野積

下久知

谷浜

宮川

柿崎

米山

西中通

窪田

五ケ浜

枇杷島

柏崎刈羽原子力発電所

鵜

川
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津波堆積物調査地点の選定  【柏崎市：米山】

選定理由
①砂丘の背後に低地（後背湿地）が分布しており，泥炭層や腐植質泥層が分布することが期待され，

津波堆積物が残存する可能性がある。

米山地点の調査位置図

井鼻

野積

下久知

谷浜

宮川

柿崎

米山

西中通

窪田

五ケ浜

枇杷島

柏崎刈羽原子力発電所
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津波堆積物調査地点の選定  【上越市：柿崎】

選定理由
①柿崎川の自然堤防の背後に低地（沖積低地）が存在し，泥炭層や腐植質泥層が分布することが期待され，

柿崎川を遡上した津波による津波堆積物が残存する可能性がある。

柿崎地点の調査位置図

井鼻

野積

下久知

谷浜

宮川

柿崎

米山

西中通

窪田

五ケ浜

枇杷島

柏崎刈羽原子力発電所
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津波堆積物調査地点の選定  【上越市：谷浜】

谷浜地点の調査位置図

井鼻

野積

下久知

谷浜

宮川

柿崎

米山

西中通

窪田

五ケ浜

枇杷島

柏崎刈羽原子力発電所

選定理由
①海岸付近に段丘面が分布しており，段丘面に遡上した津波による津波堆積物が残存する可能性がある。
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津波堆積物調査結果  【下久知地点①】
Ｓｋ-１のコア写真

（深度1.20ｍ）

（深度1.32ｍ）

下久知１

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１

標高０．９４ｍ

標高０．８２ｍ

海水生種

２４／１２６体

海水生種

５／７０体

下久知１ 【評価】
層相は，腐植粘土塊を含み，上方細

 粒化が認められ，下面境界が明瞭で
 あり，海水生種の珪藻が認められた。
 高潮起因の可能性もあるが，津波起

 因の可能性が高いと評価。
※イベント堆積物が複数認められるが，津波起因の可能性が高い，あるいは津波起因の可能性がある，

と評価されたイベント堆積物より標高の低いイベント堆積物の堆積要因の検討は実施していない。
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Ｓｋ-７のコア写真

（深度2.40ｍ）

（深度2.54ｍ）

（深度2.42ｍ）

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１

下久知15

下久知16

標高３．８９ｍ

標高３．８７ｍ

標高３．７５ｍ

下久知15

【評価】
層相は下面境界が明瞭で，淘汰も良好

 であり津波堆積物の特徴を有すること
 から，津波起因の可能性があると評価。

 （珪藻分析並びに粒度・粒子組成分析
 から判断材料は得られなかった。）

津波堆積物調査結果  【下久知地点②】

※イベント堆積物が複数認められるが，津波起因の可能性が高い，あるいは津波起因の可能性がある，

と評価されたイベント堆積物より標高の低いイベント堆積物の堆積要因の検討は実施していない。
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Ｓｋ-７Ｓｋ-６

（深度1.35ｍ）

（深度1.33ｍ）

（深度1.48ｍ）

（深度1.57ｍ）

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１

下
 久
 知
 10 下

 久
 知
 10

標高４．２７ｍ

標高

４．１２ｍ

標高

４．９４ｍ

標高

４．７２ｍ

下久知10

下久知10

【評価】
層相は下面境界が明瞭あるいは漸移

 的で，淘汰が不良であることから津波
 以外の要因の可能性が高いと評価。

 （珪藻分析並びに粒度・粒子組成分析
 から判断材料は得られなかった。）

津波堆積物調査結果  【下久知地点③】

※イベント堆積物が複数認められるが，津波起因の可能性が高い，あるいは津波起因の可能性がある，

と評価されたイベント堆積物より標高の低いイベント堆積物の堆積要因の検討は実施していない。
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Ｋｔ-８のコア写真

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１

窪田1

（深度2.61ｍ）

（深度2.90ｍ）

標高２．６３ｍ

標高２．３４ｍ

海水生種

３３／１１０体

海水生種

８５／１１３体

窪田1

【評価】
層相は淘汰が不良であるものの，

 下面境界が明瞭であり，海水生種
 の珪藻が認められることから，津波
 起因の可能性があると評価。

津波堆積物調査結果  【窪田地点】

※イベント堆積物が複数認められるが，津波起因の可能性が高い，あるいは津波起因の可能性がある，

と評価されたイベント堆積物より標高の低いイベント堆積物の堆積要因の検討は実施していない。
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評価に適する堆積物が存在しない。

津波堆積物調査結果  【五ヶ浜地点】
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明治４２年の古地図によればＮｄ－２・４

 付近が海岸線である。

評価に適する堆積物が存在しない。

津波堆積物調査結果  【野積地点】
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Ｉｈ-２のコア写真

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号1

井鼻1

（深度1.57ｍ）

標高３．２４ｍ

海水生種

２９／１１０体

７９／１１１体

海水生種

２４／１１８体

井鼻1

【評価】
層相は，下面境界がやや

 不明瞭であるものの，砂層
 の中にシルト塊が取り込ま
 れている。粒度・粒子組成

 は海浜砂にやや類似して
 いる。また，海水生種の珪
 藻が認められることから，

 津波起因の可能性がある
 と評価。

津波堆積物調査結果  【井鼻地点】
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Ｍｇ-９のコア写真

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１ 宮川１

（深度1.11ｍ）

標高６．０４ｍ

海水生種

０／１０１体

宮川１

【評価】
層相は，下面境界が明

 瞭であり，粒度・粒子組
 成は海浜砂にやや類似
 しているものの，海水生
 種の珪藻が認められな

 いことから，津波以外の
 要因の可能性が高いと

 評価。

津波堆積物調査結果  【宮川地点①】
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Ｍｇ-７のコア写真

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１

宮川２

標高

５．２７ｍ

標高

５．２３ｍ

（深度2.23ｍ）

（深度2.27ｍ）

宮川２

【評価】
層相は，下面境界が明

 瞭であるものの，粒度・
 粒子組成は，山砂にや
 や類似していることから，

 津波以外の要因の可能
 性が高いと評価。

（珪藻分析から判断材
 料は得られなかった。）

津波堆積物調査結果  【宮川地点②】
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Ｎｎ-１のコア写真

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１

西
 中
 通
 １

標高

０．１１ｍ

（深度5.47ｍ）

海水生種

１１／２４体西中通１

津波堆積物調査結果  【西中通地点①】

【評価】
層相は，砂層の中にシルト塊が取り込まれており，
上方細粒化していること，下面境界が明瞭であり，

 また，珪藻の総産出数が少ないものの少量ながら
 海水生種の珪藻が認められたことから，津波起因
 の可能性があると評価。
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Ｎｎ-２のコア写真

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１

西中通２

標高

３．３１ｍ

標高

０．１９ｍ

（深度1.57ｍ）

（深度4.69ｍ）

海水生種

２／１１６体

海水生種

０／２０９体

西中通２

西中通２

西中通２

【評価】
粘土薄層であるため，層相は不明で

 あるが，泥炭層に明瞭に挟在する。海
 水生種の珪藻がほとんど認められな

 いことから，津波以外の要因の可能性
 が高いと評価。

津波堆積物調査結果  【西中通地点②】
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Ｎｎ-３のコア写真

Ｎｎ-４のコア写真

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１

西
 中
 通
 ３

標高２．８７ｍ

（深度1.86ｍ）

標高２．６９ｍ

（深度1.86ｍ）

海水生種

２９／１３９体

海水生種

２３／１１４体

標高２．４６ｍ

（深度2.27ｍ）

西中通３

西中通３

西中通３
西中通３

【評価】
粘土薄層であるため，層相

 は不明であるが，泥炭層に
 明瞭に挟在する。海水生種
 の珪藻が認められることか
 ら，津波起因の可能性があ
 ると評価。

津波堆積物調査結果  【西中通地点③】

海水生種

１５／５７体
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Ｂｊ-１のコア写真

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１

枇
 杷
 島
 １

標高

－１．０４ｍ

標高

－１．１１ｍ

（深度4.56ｍ）

（深度4.63ｍ）

海水生種

４４／５８体枇杷島１

【評価】
海水生種の珪藻が認められるものの，層相

 は下面境界が不明瞭，淘汰不良であること
 から津波以外の要因の可能性が高いと評価。

津波堆積物調査結果  枇杷島地点】
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Ｙｙ-４のコア写真

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１

米
 山
 １

標高

８．４６ｍ

標高

８．４１ｍ

（深度0.62ｍ）

（深度0.67ｍ）
海水生種

１／２０３体

米山１

【評価】
層相は下面境界が明瞭で，シルト塊を含む

 ものの，海水生種の珪藻がほとんど認めら
 れないことから，津波以外の要因の可能性
 が高いと評価。

津波堆積物調査結果  【米山地点】
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Ｋｚ-１のコア写真

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１

柿
 崎
 ２

標高

－１．５０ｍ

柿
 崎
 １

標高

－１．５６ｍ

標高

－１．６６ｍ

（深度3.84ｍ）

（深度3.90ｍ）

（深度4.00ｍ）
海水生種

０／３８体

柿崎１

【評価】
層相は腐植土塊を含むものの，下面境界が

 やや不明瞭であり，また，海水生種の珪藻
 が認められないことから，津波以外の要因
 の可能性が高いと評価。

津波堆積物調査結果  【柿崎地点①】
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Ｋｚ-１のコア写真

コア写真中で示した
イベント堆積物

イベント堆積物

イベント堆積物番号１

標高

－１．３７ｍ

標高

－１．５０ｍ

柿崎２

（深度3.71ｍ）

（深度3.84ｍ）

柿崎２

柿崎２

【評価】
層相はイベント堆積物が薄層であるため不明で

 あるが，ほぼ同時代に堆積したと考えられる層
 相の類似した薄層（Kz-5の柿崎３，４）において
 海水生種の珪藻が認められないことから，津波
 以外の要因の可能性が高いと評価。

津波堆積物調査結果  【柿崎地点②】

（柿崎３）

（柿崎４）
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評価に適する堆積物が存在しない。

津波堆積物調査結果  【谷浜地点】
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５．行政機関による津波評価（資料集）
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地方自治体の例①（北海道，青森県）

■青森県（2013）


 

地震調査研究推進本部（２００３）等を活用して最大M7.8の地震を想定。

■北海道（2013）

M

７．８

７．８

７．４

７．５

７．８

７．７


 

地震調査研究推進本部
 （２００３）が示す青森

 県西方沖にMw7.9の地
 震を想定。

■青森県想定

青森県西方沖

Mw=７．９

地震調査研究推進本部（2003）を編集

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
北海道
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地方自治体の例②（秋田県，山形県）

■山形県（2012）


 

単独地震として３領域を設定した上で，さらに連動地震として３領域の同時破壊を想定した断層長さ
 350km，Mw8.7の地震を想定。

■秋田県（2013）


 

地震調査研究推進本
 部（2003）が示す
 佐渡島北方沖の空白
 域にマグニチュード
 8.5の地震を想定。

地震調査研究推進本部（2003）を編集

■山形県想定

佐渡島北方沖

マグニチュード８．５
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地方自治体の例③（新潟県，富山県）

■富山県（2012）

■新潟県（2014）


 

海域活断層による津波のみ想定しており，日本海東縁部の地震による津波は想定していない。

【想定６地震】

①佐渡北方沖地震（Aパターン）（Mw7.80）

②佐渡北方沖地震（Bパターン）（Mw7.80)

③新潟県南西沖地震【想定域Ｄ】（Mw7.75）

④粟島付近の地震（新潟県北部沖地震）（Mw7.56）

⑤長岡平野西縁断層帯地震（Mw7.63）

⑥高田平野西縁断層帯地震（Mw7.10）

【参考２地震】

⑦３連動地震（秋田県沖，山形県沖，新潟県北部沖）同時発生（Mw8.09）

⑧３連動地震（秋田県沖，山形県沖，新潟県北部沖）時間差発生（Mw8.09）


 

地質調査研究推進本部（２００３）を参照し，佐渡島北方沖地震として最大Mw7.80を設定。さらに，３連動地震としてMw8.09
 の地震を想定。



86

地方自治体の例④（石川県，福井県）

■福井県（2012）

■石川県（2012）


 

徳山ほか「日本周辺海域の第四紀地質構造図」
 （2001）が示す活断層を基に，Mw7.99の

 地震を想定。


 

徳山ほか「日本周辺海域の第四紀地質構造図」（2001）が示す活断層等を参考に，
 Mw7.99の地震を想定。
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地方自治体の例⑤（鳥取県，島根県）

■島根県（2012）

■鳥取県（2012）


 

地震調査研究推進本部（2003）を参照し，佐渡島北方沖の領域に最大Mw8.16の
 地震を想定。


 

地震調査研究推進本部（2003）を参照し，佐渡島北方沖の領域に最大Mw8.01の
 地震を想定。

断層パラメータ
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６．海底地すべりに関する文献調査
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６．文献調査  ①日本周辺海域の中新世最末期以降の地質構造発達史


 

徳山ほかによる「日本周辺海域の中新世最末期以降の地質構
 造発達史（2001）」では，敷地周辺海域に海底地すべりは
 示されていない。

徳山ほか（2001）を編集

▲ 柏崎刈羽
 原子力発電所
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６．文献調査  ②新潟沿岸域20万分の1 海底地質図説明書


 

井上ほかによる「新潟沿岸域20万分の1海底地質
 図説明書，海陸シームレス地質情報（2011）」

 では，佐渡島の北東沖に地滑り崖・地滑り堆積物
 が示されている。

井上ほか（2011）を加筆・編集
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６．文献調査  ③佐渡島南方海底地質図


 

岡村ほかによる「20万分の１佐渡島南方海底地質図
 （1994）」では，海底地すべり地形は示されていない。

岡村ほか（1994）より抜粋



92

６．文献調査  ④佐渡島北方海底地質図


 

岡村ほかによる「20万分の１佐渡
 島北方海底地質図（1995）」では，

 佐渡島の西方沖などに地滑り崖・
 地滑り堆積物が示されている。

岡村ほか（1995）に加筆

地すべり崖及び地すべり堆積物
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６．文献調査  ⑤能登半島東方海底地質図


 

岡村による「20万分の１能都半島東方海底地
 質図（2002）」では，能登半島の東方沖・北
 東沖に崩落崖上端が示されている。

岡村（2002）に加筆



94

７．海上音波探査記録の参照
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７．海上音波探査記録の参照


 

敷地周辺海域では，マルチチャンネル及びシン
 グルチャンネルの海上音波探査を実施している。


 

海底地形判読結果から抽出した海底地すべり
 LS-1，LS-2，LS-3について，海上音波探査

 の測線位置との位置関係を示す。


 

また，海底地すべりLS-1，LS-2，LS-3と，
 音波探査記録及び海底地質断面との関係を次

 ページ以降に整理した。

音波探査測線位置図

滑落崖および移動土塊

土塊の移動方向

S19測
線

M-18測
線

M-17測
線

M-16測線

M
-20

測
線

M
-21測

線

No.1-3測
線

Kno.9-2測
線

Kno.10-2測
線

Kno.12-2測
線

Kno.8-2測
線

Kno.1.5測
線

Kno.1測
線

Kno.3-2測
線

Kno.2-3測
線

KHno.1
測
線

Kno.11-2測
線

マルチチャンネル音波探査測線（エアガン，1500in3，96ch）

シングルチャンネル音波探査測線（エアガン，15in3）

M-19測
線

Kno.4-3測
線LS-1，LS-2，LS-3の音波探査記録（海底地形

 及び反射面）は，海底地形判読の結果と整合的で
 あることを確認した。

M-15測線

S20測
線

S17測
線

S18_2測
線
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７．海上音波探査記録の参照

測線 海底地形 反射面

M21 凹地形 乱れは認められない

Kno.1 凹凸地形 乱れが認められる

Kno.1.5 凹凸地形
表層下部に堆積層の乱れが認めら

 れる

Kno2-3 凹凸地形
斜面基底部付近では反射面の乱れ

 が認められない

M20 特記事項なし
斜面基部に地層の不連続及び地層

 の欠如が認められる

KHno.1 特記事項なし 斜面基部の記録が不明瞭

Kno3-2 凹凸地形 乱れは認められない

Kno4-3 特記事項なし
斜面基部に反射面の不連続が認め

られる

■ LS-1

測線 海底地形 反射面

M21 特記事項なし 乱れは認められない

Kno.1 特記事項なし 乱れは認められない

M20 特記事項なし 乱れは認められない

KHno.1 特記事項なし 乱れは認められない

■ LS-1南方

測線 海底地形 反射面

M19 凹状の地形 乱れは認められない

S20 凹状の地形 乱れは認められない

Kno.8-2 凹状の地形 乱れは認められない

Kno.9-2 凹状の地形 乱れは認められない

M18 凹状の地形 乱れは認められない

S19 凹状の地形 乱れは認められない

Kno.10-2 凹凸地形 乱れは認められない

M17 凹状の地形 乱れは認められない

Kno.11-2 凹凸地形 乱れは認められない

■ LS-2

測線 海底地形 反射面

Kno.12-2 凹凸地形 乱れが認められる

S18_2 凹凸地形 乱れが認められる

M16 凹凸地形 乱れは認められない

Kno.1-3 凹凸地形 斜面基部では記録が不明瞭

M15 凹凸地形 堆積層の乱れがやや認められる

S17 凹凸地形
斜面から基部にかけて記録が不

 明瞭

■ LS-3

↑

南

北

↓

↑

南

北

↓

↑

南

北

↓

↑

南

北

↓

LS-1は，海底地形及び反射面から，地すべりの可能性が認めら
 れた。

LS-1南方は，海底地形及び反射面から，地すべりの可能性は
 認められない。

LS-2は，海底地形から地すべりの可能性が認められたが，反
 射面からは地すべりの可能性は認められない。

LS-3は，海底地形及び反射面から，地すべりの可能性が認めら
 れた。
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
 

LS-1に対応する海底面に凹状の地形が認められるが，堆
 積層に乱れは認められない。


 

LS-1南方斜面において，堆積層は成層しており，乱れは
 認められない。

■
 

M-21測線（マルチチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照
LS-1 南方の地形
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
 

LS-1に対応する斜面基部付近に，地層の不連続及び地層の欠如が認められる。


 

LS-1南方斜面において，堆積層は成層しており，乱れは認められない。

LS-1 南方の地形

■
 

M-2０測線（マルチチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照
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
 

LS-２に対応する海底面に凹状の地形が認められるが，堆積層は成層し
 ており，乱れは認められない。

LS-2

■
 

M-19測線（マルチチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照
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LS-2


 

LS-２に対応する海底面に凹状の地形が認められるが，堆積層は成
 層しており，乱れは認められない。

■
 

M-18測線（マルチチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照
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
 

LS-２に対応する海底面に凹状の地形が認められるが，
 堆積層は成層しており，乱れは認められない。

■
 

M-17測線（マルチチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照

LS-2
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
 

LS-3に対応する斜面に地形の凹凸が認められるが，堆積層
 は成層しており，乱れは認められない。 LS-3

■
 

M-16測線（マルチチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照
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
 

LS-3に対応する斜面に地形の凹凸が認められるとともに，
 堆積層の乱れがやや認められる。 LS-3

■
 

M-15測線（マルチチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照
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Kno.1

縦横比約1:14


 

LS-1に対応する斜面に地形の凹凸が認められるととも
 に，反射面の乱れが認められる。


 

LS-1南方斜面において，反射面はほぼ連続しており，
 顕著な乱れは認められない。

Kno.1.5

縦横比約1:11

LS-1


 

LS-1に対応する斜面に地形の凹凸が認められるととも
 に，海底盆の表層下部に堆積層の乱れが認められる。

LS-1 南方の地形

■
 

Kno.1測線（シングルチャンネル） ■
 

Kno.1.5測線（シングルチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照
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Kno.2-3

縦横比約1:12

LS-1


 

LS-1に対応する斜面に地形の凹凸が認めら
 れるとともに，斜面基部付近では反射面の乱
 れが認められる。

KHno.1

縦横比約1:10


 

LS-1に対応する斜面の基部付近では記録が不明瞭である。


 

海盆底の堆積層は成層しており，乱れは認められない。


 

LS-1南方斜面において，反射面はほぼ連続しており，顕著
 な乱れは認められない。

LS-1 南方の地形

■
 

Kno.2-3測線（シングルチャンネル） ■
 

KHno.1測線（シングルチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照
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７．海上音波探査記録の参照

Kno.4-3

縦横比約1:10

LS-1

Kno.3-2

縦横比約1:9

LS-1


 

LS-1に対応する斜面の基部付近では反射面に不連続が
 認められる。


 

海盆底の堆積層は成層しており，乱れは認められない。


 

LS-1に対応する斜面に地形の凹凸が認められるが，堆
 積層は成層しており，乱れは認められない。

■
 

Kno.3-2測線（シングルチャンネル） ■
 

Kno.4-3測線（シングルチャンネル）
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Kno.8-2

縦横比約1:11
LS-２

Kno.2-3

縦横比約1:12Kno.９-2

縦横比約1:11

LS-２


 

LS-２に対応する海底面に凹状の地形が認められるが，
 堆積層は成層しており，乱れは認められない。


 

LS-２に対応する海底面に凹状の地形が認められるが，
 堆積層は成層しており，乱れは認められない。

■
 

Kno.8-2測線（シングルチャンネル） ■
 

Kno.9-2測線（シングルチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照
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Kno.10-2

縦横比約1:10 LS-２

Kno.11-2

縦横比約1:10 LS-２


 

LS-２に対応する海底面に地形の凹凸が認められるが，
 堆積層は成層しており，乱れは認められない。

■
 

Kno.10-2測線（シングルチャンネル） ■
 

Kno.11-2測線（シングルチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照


 

LS-２に対応する海底面に地形の凹凸が認められるが，
 堆積層は成層しており，乱れは認められない。
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Kno.12-2

縦横比約1:12

LS-３
LS-３

Kno.1-３

No.1-２


 

LS-3に対応する斜面に，地形の凹凸が認められると
 ともに，反射面の乱れが認められる。


 

LS-3に対応する斜面に，地形の凹凸が認められるとと
 もに，一部では記録が不明瞭である。


 

海盆底の堆積層は成層しており，乱れは認められない。

■
 

Kno.12-2測線（シングルチャンネル） ■
 

Kno.1-3測線（シングルチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照
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Ｓ20
縦横比約1:7

LS-２ LS-２


 

LS-２に対応する海底面に凹状の地形が認められるが，
 斜面から基部にかけて堆積層は成層しており，乱れは

 認められない。

Ｓ19
縦横比約1:7


 

LS-２に対応する海底面に凹状の地形が認められるが，
 斜面から基部にかけて堆積層は成層しており，乱れは認
 められない。

■
 

S20測線（シングルチャンネル） ■
 

S19測線（シングルチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照
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Ｓ18_2
縦横比約1:7

LS-３ LS-３


 

LS-３に対応する斜面に地形の凹凸が認められるとと
 もに，堆積層の乱れが認められる。

Ｓ17
縦横比約1:8


 

LS-３に対応する斜面に地形の凹凸が認められるとと
 もに，斜面から基部にかけて記録が不明瞭である。

■
 

S18_2測線（シングルチャンネル） ■
 

S17測線（シングルチャンネル）

７．海上音波探査記録の参照
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８．海底地すべり地形の設定の検討
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８．海底地すべり地形の設定の検討

復元前の地形

滑落崖および移動土塊

土塊の移動方向

①

①’

②

②’

①’

②’

①

②

地形断面図 縦横比１：１

LS-1

LS-1

【海底地形判読】


 

LS-1とその南側の海底地形では，東側の側方崖が連続しているようにも見
 える。


 

滑落崖ならびにすべり面の傾斜は，LS-1とその南側とでは大きく異なる。


 

仮に南側に地すべりを想定した場合にも，崩壊堆積物の痕跡がほとんど認め
 られない。

■
 

LS-1とその南側の海底地形についての検討

南側の地形

南側の地形
凡例

復元後の地形

想定したすべり線

現地形

LS-1とその南側の全体が同時に崩壊したとは考えにくい。

【海上音波探査記録】


 
海底地形及び反射面について，地すべりの特徴は認められない。
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８．海底地すべり地形の設定の検討

■
 

LS-2とLS-3の同時発生についての検討

【海底地形判読】


 
崩壊物堆積域で異なる特徴が認められる。

・LS-2崩壊物堆積域では，舌状の緩傾斜面上に浅い開析谷が認め
 られ固結の緩い移動土砂体である可能性を示している。

・LS-3崩壊物堆積域では，移動土塊が階段状に分布し複雑な形状
 を示している。


 

移動土塊の向きが異なる。


 
LS-2の緩傾斜面をLS-3の緩傾斜面が覆っている。

復元前の地形

滑落崖および移動土塊

土塊の移動方向

以上の相違が認められることから，LS-2とLS-3は別の土塊と考
 えられる。

【海上音波探査記録】


 
海底地形及び反射面について，以下の相違が認められる。

・LS-2は，凹状の海底地形が認められるものの，反射の乱れは認
 められない。

・LS-3は，海底地形の凹凸が認められるとともに，反射の乱れも
 認められる。
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８．海底地すべり地形の設定の検討


 

念のための影響検討として，LS-2とLS-3の同時発生を仮定した場合について，二層流モデル（Maeno
 

and 
Imamura，2007）に基づく数値シミュレーションを実施した。


 

数値シミュレーションの検討条件は，現実的パラメータ設定（崩壊物密度1.8g/cm3，海底摩擦係数（下層）
 0.40）とした。


 

計算開始潮位は，上昇側は朔望平均満潮位（T.M.S.L.+0.48m），下降側は朔望平均干潮位（T.M.S.L.-0.02m）と
 した。

■
 

LS-2とLS-3が同時発生した場合の影響検討

取水口前面水位 遡上域水位

１号炉 ２号炉 ３号炉 ４号炉 ５号炉 ６号炉 ７号炉 荒浜側 大湊側

最高水位 2.75 2.72 2.63 2.64 3.36 3.13 2.84 4.99 4.27

最低水位 -2.87 -2.67 -2.49 -2.40 -1.94 -1.88 -1.75 － －

単位：T.M.S.L. [m]
LS-2とLS-3の同時発生


 

海底地形判読ならびに海上音波探査記録の検討から，LS-2とLS-3は別の土塊と考えられるものの，同時発生を
 仮定した検討を実施した。


 

その結果，最高水位・最低水位は（７）における評価結果とほぼ同等であることを確認した。
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９．最新の潮位データ整理
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９．最新潮位条件

-0.6

-0.4

-0.2

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

2
0
09

/
1

2
0
09

/
4

2
0
09

/
7

2
0
0
9/

1
0

2
0
10

/
1

2
0
10

/
4

2
0
10

/
7

2
0
1
0/

1
0

2
0
11

/
1

2
0
11

/
4

2
0
11

/
7

2
0
1
1/

1
0

2
0
12

/
1

2
0
12

/
4

2
0
12

/
7

2
0
1
2/

1
0

2
0
13

/
1

2
0
13

/
4

2
0
13

/
7

2
0
1
3/

1
0

朔

望

平均

朔
望

潮
位

T
.
P
.
(
m
)

■最新の潮位データの整理（平成21年1月～平成25年12月）

津波の数値シミュレーションで計算開始潮位に使用した潮位条件は，最新の
 データとほぼ同等であることを確認した。


 

最高潮位
 

Ｔ.Ｍ.Ｓ.Ｌ.＋０．９１ｍ（＋１．０５ｍ）


 

朔望平均満潮位
 

Ｔ.Ｍ.Ｓ.Ｌ.＋０．５０ｍ（＋０．４８ｍ）


 

平均潮位
 

Ｔ.Ｍ.Ｓ.Ｌ.＋０．２７ｍ（＋０．２４ｍ）


 

朔望平均干潮位
 

Ｔ.Ｍ.Ｓ.Ｌ.＋０．０３ｍ（－０．０２ｍ）


 

最低潮位
 

Ｔ.Ｍ.Ｓ.Ｌ.－０．２７ｍ（－０．４３ｍ）

各月の朔望満潮位の推移 各月の朔望干潮位の推移

（）内は今回の適合性申請に使用した数値

津波の数値シミュレーションで
 計算開始潮位に使用した潮位条件
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最低潮位 T.M.S.L.-0.27ｍ

朔望平均満潮位

 
T.M.S.L.+0.50ｍ

最高潮位 T.M.S.L.+0.91ｍ

朔望平均干潮位

 
T.M.S.L.+0.03ｍ



118

１０．津波の伝播特性について
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１０．津波の伝播特性について

敷地前面海域（基準津波策定位置）を中心に半径2kmの範囲に一律に10mの初期水位を与え，津波計
 算を実施した。

柏崎刈羽原子力発電所

柏崎刈羽原子力発電所

初期水位分布

初期水位10m

日本海東縁部の想定波源図

柏崎刈羽原子力発電所

敷地周辺海域の活断層分布図
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１０．津波の伝播特性について（最大水位上昇量分布）

柏崎刈羽原子力発電所

日本海東縁部への伝
 播がみられる

海域活断層への伝播
 がみられる。

日本海東縁部および海域活断層の分布領域への伝播
 が確認され，当該領域からの津波を基準津波，入力
 津波としたことと整合的である。

発電所周辺拡大図

最大水位上昇量分布（広域）

小木海脚周辺への伝
 播がみられる。

※水深による津波振幅への影響を軽減するため，「グリーンの法則」を用いて補正

波源位置水深（h0

 

=100m），沖合地点の水深をhとして，最大水位上昇量を(h0

 

/h)1/4で除することで水位を補正
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１０．津波の伝播特性について  伝播状況（広域）

0分 10分 20分 40分

50分 60分

柏崎刈羽

 原子力発電所

120分 180分

30分

240分
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１０．津波の伝播特性について  伝播状況（発電所周辺）

0分 2分 4分 6分

8分 10分

柏崎刈羽

 原子力発電所

12分 14分
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１０．津波の伝播特性について  伝播状況（発電所周辺）

16分 18分 20分 22分

24分 26分 30分28分

柏崎刈羽

 原子力発電所
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１１．伝播状況

（Wattsらによる手法，二層流モデルによる手法）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

0分 2分 4分 6分

8分 10分

柏崎刈羽

 原子力発電所

12分 14分

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－１（０分～１４分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

16分 18分 20分 22分

24分 26分 30分28分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－１（１６分～３０分）



127127

１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

32分 34分 36分 38分

40分 42分 46分44分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－１（３２分～４６分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

48分 50分 52分 54分

56分 58分 62分60分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－１（４８分～６２分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

64分 66分 68分 70分

72分 74分 78分76分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－１（６４分～７８分）



130130

１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

80分 82分 84分 86分

88分 90分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－１（８０分～９０分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

0分 2分 4分 6分

8分 10分

柏崎刈羽

 原子力発電所

12分 14分

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－２（０分～１４分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

16分 18分 20分 22分

24分 26分 30分28分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－２（１６分～３０分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

32分 34分 36分 38分

40分 42分 46分44分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－２（３２分～４６分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

48分 50分 52分 54分

56分 58分 62分60分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－２（４８分～６２分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

64分 66分 68分 70分

72分 74分 78分76分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－２（６４分～７８分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

80分 82分 84分 86分

88分 90分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－２（８０分～９０分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

0分 2分 4分 6分

8分 10分

柏崎刈羽

 原子力発電所

12分 14分

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－３（０分～１４分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

16分 18分 20分 22分

24分 26分 30分28分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－３（１６分～３０分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

32分 34分 36分 38分

40分 42分 46分44分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－３（３２分～４６分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

48分 50分 52分 54分

56分 58分 62分60分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－３（４８分～６２分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

64分 66分 68分 70分

72分 74分 78分76分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－３（６４分～７８分）
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１１．伝播状況（Watts らの予測式に基づく手法  ）

80分 82分 84分 86分

88分 90分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－３（８０分～９０分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

柏崎刈羽

 原子力発電所

0分 2分 4分 6分

8分 10分 12分 14分

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－１（０分～１４分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

16分 18分 20分 22分

24分 26分 30分28分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－１（１６分～３０分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

32分 34分 36分 38分

40分 42分 46分44分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－１（３２分～４６分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

48分 50分 52分 54分

56分 58分 62分60分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－１（４８分～６２分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

64分 66分 68分 70分

72分 74分 78分76分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－１（６４分～７８分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

80分 82分 84分 86分

88分 90分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－１（８０分～９０分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

柏崎刈羽

 原子力発電所

0分 2分 4分 6分

8分 10分 12分 14分

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－２（０分～１４分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

16分 18分 20分 22分

24分 26分 30分28分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－２（１６分～３０分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

32分 34分 36分 38分

40分 42分 46分44分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－２（３２分～４６分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

48分 50分 52分 54分

56分 58分 62分60分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－２（４８分～６２分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

64分 66分 68分 70分

72分 74分 78分76分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－２（６４分～７８分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

80分 82分 84分 86分

88分 90分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－２（８０分～９０分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

柏崎刈羽

 原子力発電所

0分 2分 4分 6分

8分 10分 12分 14分

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－３（０分～１４分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

16分 18分 20分 22分

24分 26分 30分28分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－３（１６分～３０分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

32分 34分 36分 38分

40分 42分 46分44分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－３（３２分～４６分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

48分 50分 52分 54分

56分 58分 62分60分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－３（４８分～６２分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

64分 66分 68分 70分

72分 74分 78分76分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－３（６４分～７８分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

80分 82分 84分 86分

88分 90分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■海底地すべりによる津波
 

ＬＳ－３（８０分～９０分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

柏崎刈羽

 原子力発電所

0分 2分 4分 6分

8分 10分 12分 14分

■陸域斜面崩壊による津波
 

ＳＤ－５（０分～１４分）



162

１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

16分 18分 20分 22分

24分 26分 30分28分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■陸域斜面崩壊による津波
 

ＳＤ－５（１６分～３０分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

32分 34分 36分 38分

40分 42分 46分44分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■陸域斜面崩壊による津波
 

ＳＤ－５（３２分～４６分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

48分 50分 52分 54分

56分 58分 62分60分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■陸域斜面崩壊による津波
 

ＳＤ－５（４８分～６２分）



165

１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

64分 66分 68分 70分

72分 74分 78分76分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■陸域斜面崩壊による津波
 

ＳＤ－５（６４分～７８分）
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１１．伝播状況（二層流モデルに基づく手法  ）

80分 82分 84分 86分

88分 90分

柏崎刈羽

 原子力発電所

■陸域斜面崩壊による津波
 

ＳＤ－５（８０分～９０分）


